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○ 生 活 保 護 は 、国 民 生 活 の い わ ば 最 後 の よ り ど こ ろ と し て の 機 能 を 果

た し て い る が 、近 年 の 景 気 停 滞 に よ る 失 業 率 の 上 昇 な ど の 影 響 を 受

け て 、 世 帯 数 •人 員 と も に 年 々 増 加 傾 向 に あ る 。 平 成 27 年 4 月 現

在 の 対 馬 市 の 生 活 保 護 率 は 35.10 パ ー ミ リ で 、県 平 均 22.40 パ ー ミ

リ を 上 回 り 依 然 高 率 で あ る 。  

〇 対 馬 市 の 65 歲以 上 の 人 口 は ，平 成 27 年 4 月 1 日 現 在 で 10,755 人 、

市 の 人 口 の 32.8％ の 割 合 で あ る 。高 齢 化 率 が 18％ 前 後 の 20 年 前 と

比 較 す る と 、 か な り 高 齢 化 が 進 ん で い る 。  

〇 要 介 護 者 の 自 立 支 援 の た め に 介 護 保 険 制 度 が 平 成 12 年 4 月 か ら 発

足 し 、 対 馬 市 で も 、 平 成 27 年 度 に 65 歳 以 上 の 高 齢 者 の 約 25％ が

適 用 を 受 け て い る 。今 後 、ま す ま す 制 度 の 普 及 と 定 着 を 図 り 、高 齢

者 の 自 立 支 援 の た め の 総 合 的 、 一 体 的 な 施 策 の 充 実 が 求 め ら れ る 。 

〇 ノ ー マ ラ イ ゼ ー シ ョ ン の 理 念 の 浸 透 と と も に 、身 体 障 害 者 手 帳 及 び

療 育 手 帳 所 持 者 数 は 、対 馬 市 に お い て も 増 加 し 、同 時 に 精 神 保 健 及

び 精 神 障 害 者 福 祉 へ の 理 解 も 深 ま っ て い る 。さ ら に 、地 域 社 会 の な

か で 共 に 生 活 を 送 る こ と が で き る よ う 在 宅 福 祉 サ ー ビ ス の 拠 点 と

な る 施 設 等 の 整 備 拡 充 が 課 題 で あ る 。  

○ 対 馬 市 の 14 歳 以 下 の 年 少 人 口 は ， 平 成 27 年 4 月 1 日 現 在 、 4,248

人 で 、市 人 口 の 12.9％ の 割 合 で あ る 。20 年 前 の 20％ 程 度 と 比 較 す

る と 、 少 子 化 が 年 々 深 刻 に な っ て い る 。  

〇 対 馬 市 の 児 童 福 祉 の 現 状 は 、保 育 所 開 所 時 間 の 延 長 、子 育 て 支 援 セ

ン タ ー の 設 置 及 び 子 育 て ボ ラ ン テ ィ ア の 育 成 等 で 、子 育 て を 行 う 環

境 は 着 実 に 拡 充 さ れ て い る と こ ろ で あ る が 、次 世 代 を 担 う 児 童 の 健

全 育 成 を 推 進 す る と と も に 、障 害 を 持 つ 児 童 に 継 続 的 な 支 援 の 場 を

提 供 し 、グ レ ー ゾ ー ン の 児 童 を サ ポ ー ト す る た め に 、子 育 て に 携 わ

る 部 門 の 総 合 的 な 施 策 の 展 開 が 必 要 と さ れ て い る 。  
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第 1 節  生 活 保 護  

 

1． 最 近 の 保 護 の 状 況  

（ 1） 世 帯 人 員 の 状 況  

平 成 27 年 4 月 現 在 、 対 馬 市 で は 810 世 帯 、 1,091 人 が 生 活 保 護 の 適

用 を 受 け て い る 。対 馬 全 体 の 保 護 率（ 人 口 1,000 人 当 た り の 被 保 護 実 人

員 ）は 、35.10 パ ー ミ リ で 、県 全 体 の 22.40 パ ー ミ リ（ 長 崎 県 は 全 国 で

9 位 、九 州 で 3 位 と 保 護 率 の 高 い 県 ）を 大 き く 上 回 っ て お り 、生 活 保 護

制 度 へ の 依 存 度 が 高 い 地 域 と い え る 。  

 

第 1 2‐ 1 表  保 護 状 況  

（ 平 27 . 4 月 末 ）  

区 分  

地 域 別  
被 保 護 者 世 帯 数  被 保 護 人 員  保 護 率 （ ‰ ）  

対 馬 市 計  8 1 0  1 , 0 9 1  3 5 . 1 0  

県   計  1 9 , 1 8 6  2 7 , 6 5 8  2 2 . 4 0  

 

 

（ 2） 扶 助 別 割 合  

平 成 27 年 4 月 現 在 の 被 保 護 世 帯 810 世 帯 •保 護 実 人 員 1,091 人 に つ

い て 、 扶 助 別 割 合 を み る と 、 保 護 実 人 員 の 89.7％ 、 979 人 が 医 療 扶 助 、

91.5％ 、 998 人 が 生 活 扶 助 を 受 け て い る 。  

 

（ 3） 保 護 開 始  

平 成 27 年 度 に お け る 保 護 開 始 の 主 な 理 由 は 、「 預 貯 金 の 減 少 」が 最 も

多 く 42.86％ 、続 い て「 傷 病 に よ る も の 」が 28.57％ 、「 就 労 収 入 の 喪 失 」

ま た は「 収 入 の 減 少 」が 16.88％ 、「 死 亡 •失 踪 •離 別 」が 2.60％ で あ る 。

再 申 請 の 件 数 が 増 加 し ， 預 貯 金 の 減 少 後 の 申 請 が 目 立 っ た 。  
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（ 4） 世 帯 類 型  

平 成 27 年 4 月 末 現 在 の 世 帯 類 型 は 、高 齢 者 世 帯 が 59.0％ 、母 子 世 帯

が 3.6％ 、 傷 病 •障 害 者 世 帯 が 8.8％ で 合 わ せ て 71.4％ で あ り 、 い わ ゆ

る ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ 階 層 が 70％ 以 上 を 占 め て い る 。 な か で も 第 12‐ 2

表 の と お り 、 高 齢 者 世 帯 の う ち 単 身 者 世 帯 が 80.1％ で あ る 。  

 

第 12‐ 2 表  被 保 護 世 帯 の 類 型 別 世 帯 数  

（ 平 27.4）  

現 に 保 護 を 受 け た 世 帯  

世 帯 別  

区 分  
高 齢 者 世 帯  母 子 世 帯  

傷 病 ・ 障 害

者 世 帯  

そ の 他 の

世 帯  
計  

世  帯  数 （ Ａ ）  

比    率 （ ％ ）  

単 身 者 世 帯 （ Ｂ ）  

比 率 （ Ｂ ／ Ａ ， ％ ） 

4 7 8  

5 9 . 0  

3 8 3  

8 0 . 1  

2 9  

3 . 6  

－  

－  

1 4 5  

1 7 . 9  

7 6  

4 7 . 5  

1 5 8  

1 9 . 5  

7 6  

4 7 . 5  

8 1 0  

1 0 0 . 0  

5 4 4  

6 7 . 2  

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  

 

第 2 節  高 齢 者 福 祉  

 

1． 対 馬 の 老 齢 人 口  

対 馬 市 に お け る 平 成 22 年 国 勢 調 査 の 人 口 は 34,407 人 で 、 昭 和 45 年

の 58,672 人 に 比 べ 58.5％ に 減 少 し て い る 。一 方 、65 歳 以 上 の い わ ゆ る

老 齢 人 口 は 10,135 人 と 115.4％ も 急 増 し て い る 。 ま た 、 60 歳 以 上 の 人

口 は 13,025 人 で 、 対 馬 市 人 口 の 37.8％ を 占 め 、 さ ら に 65 歳 以 上 の 人

口 は 29.4％ で あ り 、県 全 体 の 平 均 25.9％ に 比 べ 若 干 高 い 程 度 で あ る が 、

人 口 の 減 少 に あ わ せ 高 齢 化 が 今 後 急 速 に 進 む も の と 予 測 さ れ る 。  
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第 12‐ 3 表  老 齢 人 口 の 推 移  

地 域 別 で は 、厳 原 及 び 美 津 島 地 域 は 転 勤 者 が 多 い た め 高 齢 比 率 が 低 い

状 況 に あ る が 、峰 、上 県 及 び 上 対 馬 地 域 の 高 齢 化 率 は 高 く 、離 島 過 疎 の

急 激 な 人 口 の 高 齢 化 を 示 し て い る 。  

地 域 別 の 老 齢 人 口 は ， 第 12‐ 4 表 に 掲 げ る と お り で あ る 。  

 

第 12‐ 4 表  地 域 別 の 老 齢 人 口  

（ 平 27.4.1）  

地 域 別  
区 分  

総 人 口（ Ａ ） 老 齢 人 口（ Ｂ ） 比 率（ Ｂ /Ａ ）％  

厳 原  
11,982  3,5 67  29. 8  

(12 ,6 84 )  (3, 26 0)  (25 .7 )  

美 津 島  
7,777  2,2 53  29. 0  

(7, 84 1)  (2, 14 1)  (27 .3 )  

豊 玉  
3,506  1,2 24  34. 9  

(3, 74 6)  (1, 16 2)  (31 .0 )  

峰  
2,154  900  41. 8  

(2, 29 6)  (84 5)  (36 .8 )  

上 県  
3,372  1,3 14  39. 0  

(3, 50 5)  (1, 23 6)  (35 .3 )  

上 対 馬  
3,974  1,4 97  37. 7  

(4, 33 5)  (1, 49 1)  (34 .4 )  

計  
32,76 5  10, 75 5  32. 8  

(34 ,4 07 )  (10 ,1 35 )  (29 .5 )  

 （（  ） は 、 平 22 国 勢 調 査 ） 対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  

 

 

   
区 分  

 
 
年 別  
 

対         馬  
長 崎 県  

総 人 口  
６ ０ 歳 以 上 人 口  ６ ５ 歳 以 上 人 口  

実 数  
総 人 口 に 対
す る 比 率  

実 数  
総 人 口 に 対
す る 比 率  

６ ０ 歳 以
上 の 比 率  

６ ５ 歳 以

上 の 比 率  

昭 和 45  5 8 , 6 7 2  6 , 7 9 0  1 1 . 6  4 , 7 0 5  8 . 0  1 2 . 1  8 . 2  

5 0  5 2 , 4 7 2  7， 1 1 2  1 3 . 6  4 , 9 9 5  9 . 5  1 3 . 6  9 . 5  

5 5  5 0 , 8 1 0  7 , 5 2 1  1 4 . 8  5 , 4 3 7  1 0 . 7  1 5 . 0  1 0 . 7  

6 0  4 8 , 8 7 5  8 , 4 4 5  1 7 . 3  5 , 8 8 4  1 2 . 0  1 7 . 4  1 2 . 1  

平 成 2  4 6 , 0 6 4  9 , 7 6 8  2 1 . 2  6 , 7 3 5  1 4 . 6  2 0 . 9  1 4 . 7  

7  4 3 , 5 1 3  1 1， 2 9 2  2 5 . 6  8 , 0 1 5  1 8 . 4  2 4 . 2  1 7 . 7  

1 2  4 1 , 2 3 0  1 2 , 2 1 5  2 9 . 6  9 , 3 9 5  2 2 . 8  2 6 . 9  2 0 . 8  

1 7  3 8 , 4 8 1  1 2 , 4 2 0  3 2 . 3  1 0 , 0 8 1  2 6 . 2  2 9 . 7  2 3 . 6  

2 2  3 4 . 4 0 7  1 3 , 0 2 5  3 7 . 8  1 0 , 1 3 5  2 9 . 4   2 5 . 9  
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2． 在 宅 高 齢 者 福 祉 対 策  

第 12‐ 5 表 に 見 る よ う に ，対 馬 に は 3,037 人 の ひ と り 暮 ら し 高 齢 者 及

び 283 人 の 寝 た き り 高 齢 者 が い る 。  

介 護 保 険 制 度 の 適 切 な 運 用 と 併 せ 、各 地 域 で は 、高 齢 者 が 住 み 慣 れ た

地 域 社 会 の 中 で 引 き 続 き 生 活 し て い く こ と を 支 援 す る た め に 、要 援 護 高

齢 者 等 に 配 食 サ ー ビ ス 、 軽 度 生 活 援 助 事 業 等 を 実 施 し て い る 。  

ま た 、高 齢 者 の 生 き が い と 社 会 参 加 を 促 進 す る と と も に 、家 に 閉 じ こ

も り が ち な 高 齢 者 、要 介 護 状 態 に な る お そ れ の あ る 高 齢 者 等 に 対 し 、各

種 サ ー ビ ス を 提 供 す る こ と に よ り 、社 会 的 孤 立 感 の 解 消 、自 立 生 活 の 助

長 及 び 要 介 護 状 態 の 予 防 を 図 る た め に 、生 き が い 活 動 支 援 通 所 事 業 等 を

実 施 し て い る 。  

 

第 12‐ 5 表  ひ と り 暮 ら し 、 寝 た き り 高 齢 者 数  

(平 27.4.1) 

区 分  

地 域 別  
ひ と り 暮 ら し 高 齢 者 数  寝 た き り 高 齢 者 数  

対 馬 市 計  3,037 283 

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  

 

3． 生 き が い 対 策  

地 域 別 の 老 人 ク ラ ブ 組 織 数 は 、 第 12‐ 6 表 の と お り で あ る 。  

老 人 ク ラ ブ 活 動 の 助 成 と し て 、1 ク ラ ブ に 月 額 3,702 円 の 運 営 費 が 助

成 さ れ て い る 。  

対 馬 市 に お い て は 、対 馬 市 社 会 福 祉 協 議 会 及 び 老 人 ク ラ ブ 連 合 会 と と

も に 、老 人 ス ポ ー ツ 振 興 の た め の 老 人 ス ポ ー ツ 大 会 、ゲ ー ト ボ ー ル 大 会

の 開 催 、敬 老 の 意 を 表 し 長 寿 を 祝 福 す る た め の 敬 老 祝 金 の 支 給 等 、生 き

が い の あ る 長 寿 社 会 の 実 現 の た め の 施 策 を 実 施 し て い る 。  
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第 12‐ 6 表  老 人 ク ラ ブ 数 及 び 会 員 数  

(平 27.4.1) 

区 分  

地 域 別  
ク ラ ブ 数  会  員  数  

厳 原  31 950 

美 津 島  20 813 

豊 玉  16 1,007 

峰  5 199 

上 県  15 373 

上 対 馬  15 404 

対 馬 市 計  102 3,746 

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  

4． 高 齢 者 福 祉 施 設 対 策  

対 馬 市 に は 、 養 護 老 人 ホ ー ム で あ る 「 対 馬 老 人 ホ ー ム 」（ 美 津 島 町 )、

「 丸 山 」(峰 町 )、特 別 養 護 老 人 ホ ー ム〔 介 護 老 人 福 祉 施 設 〕で あ る「 い

づ は ら 」（ 厳 原 町 )、「 浅 茅 の 丘 」（ 美 津 島 町 )、「 わ た づ み 」（ 豊 玉 町 )、「 日

吉 の 里 」（ 上 県 町 )、「 ひ と つ ば た ご 」（ 上 対 馬 町 ） の 施 設 が あ る 。  

な お 、 入 所 状 況 に つ い て は 、 第 12‐ 7 表 の と お り で あ る 。  

 

第 12‐ 7 表  老 人 ホ ー ム 入 所 状 況  

区　　分

　

(

美

津

島

町

）

対

馬

老

人

ホ
ー

ム

丸

山

（

峰

町

）

島

外

施

設

計

（

厳

原

町

）

い

づ

は

ら

（

美

津

島

町

）

浅

茅

の

丘

(

豊

玉

町

）

わ

た

づ

み

(

上

県

町

）

日

吉

の

里

（

上

対

馬

町

）

ひ

と

つ

ば

た

ご

計

対馬市計 60 50 11 121 50 50 50 50 30 230

養護老人ホーム 特別養護老人ホーム

 

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  
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5． 介 護 保 険  

介 護 保 険 制 度 は 、要 介 護 状 態 や 要 支 援 状 態 の 認 定 を 受 け た 高 齢 者 等 が

介 護 度 に 応 じ て 自 立 し た 日 常 生 活 を 営 む こ と が で き 、必 要 な 保 険 医 療 サ

ー ビ ス 及 び 福 祉 サ ー ビ ス が 利 用 で き る よ う に 、 40 歳 以 上 の 人 全 員 を 被

保 険 者（ 保 険 加 入 者 ）と し た 、市 町 村 が 運 営 す る 公 的 社 会 保 険 制 度 で あ

る 。  

対 馬 市 の 介 護 保 険 料 は 、 所 得 段 階 を 10 段 階 に 区 分 し て 、 基 準 額 に  

0.45～ 1.7（ 平 成 29 年 度 は 0.3～ 1.7） を 乗 じ て 算 出 し て い る 。  

な お 、 要 介 護 認 定 状 況 に つ い て は 、 下 表 の と お り で あ る 。  

 

第 12‐ 8 表  要 支 援 ・ 要 介 護 認 定 者 数  

（ 平 27.10.1）  

  要支援 1  要支援 2  要介護 1  要介護 2  要介護 3  要介護 4  要介護 5  認定者計 

対馬市計 766 381  404  356  249  295  220  2,6 71  

全 体 比  28.7  14. 2  15. 2  13. 3  9.3  11. 1  8.2  100 .0  

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  

 

第 3 節  障 害 者 （ 児 ） の 福 祉  

 

1． 身 体 障 害 者 の 現 況  

対 馬 市 の 身 体 障 害 者 （ 身 体 障 害 者 手 帳 所 持 者 ） は 、 平 成 27 年 4 月 1

日 現 在 、 2,378 人 で 、 平 成 25 年 （ 2,351 人 ） に 比 べ 、 1.1％ 増 加 し て い

る（ 第 12‐ 9 表 )。ま た 、人 口 に 対 す る 割 合 は 、6.9％ か ら 7.2％ へ と 増

加 し て い る 。  

長 崎 県 全 体 で は 、 平 成 26 年 3 月 31 日 現 在 で 76,028 人 で あ り 、 平 成

20 年 か ら 1,408 人 増 加 し て い る 。  

な お 、 障 害 別 に み れ ば 、 肢 体 不 自 由 が 49.2％ と 半 数 近 く を 占 め 、 次

い で 内 部 障 害 が 29.3％ と な っ て お り 、 2 つ の 障 害 で 78.5％ を 占 め て い

る 。  
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ま た 、 年 齢 的 に は 、 65 歳 以 上 の 高 齢 者 が 全 体 の 約 76.1％ で 、 高 齢 者

の 手 帳 申 請 が 増 え て い る こ と も 考 え ら れ る が 、全 般 的 に 障 害 者 の 高 齢 化

が 進 ん で い る 。  

第 12‐ 9 表  身 体 障 害 者 数 調  

（ 平 27.4.1）  

障 害 名  視   覚  
聴覚又は 
平衡機能 

音声又は 
言語機能 

肢  体    
不 自 由  内部障害 計  

人 口 比  
（ ％ ）  

対 馬 市 計  
（ 人 ）  176 317 20 1,169 696 2,378 7.2 

構 成 比
（ ％ ）  7.4 13.3 0.8 49.2 29.3 100.0 

  
  

平成 26 年 
179 313 20 1172 689 2,373   

障害者数（人） 
構 成 比  
  （ ％ ） 7.5 13.2 0.8 49.4 29.1 100.0   

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  

2． 身 体 障 害 者 福 祉 施 策 の 現 況  

（ 1） 更 生 医 療 の 給 付  

更 生 医 療 と は 、身 体 上 の 障 害 を 治 療 す る こ と で 、障 害 の 軽 減 等 が 可 能

で あ る 場 合 に 必 要 な 医 療 の 給 付 を 行 う 制 度 で 、 昭 和 47 年 か ら 腎 臓 機 能

障 害 の 人 工 透 析 療 法 が 適 用 さ れ る よ う に な っ て か ら 、給 付 申 請 が 増 加 し

て い る 。  

平 成 26 年 度 の 給 付 は 、腎 臓 機 能 障 害 が 138 件 、心 臓 機 能 障 害 が 8 件 、

肢 体 不 自 由 が 22 件 の 172 件 で あ る 。 こ れ ら の 医 療 は 、 国 が 指 定 し た 医

療 機 関 で 行 う こ と に な っ て い る 。対 馬 市 に お い て は 、指 定 医 療 機 関 は 1

箇 所 (対 馬 病 院 ） で あ る が 、 上 対 馬 病 院 で も 治 療 は 行 な わ れ て い る 。  

 

（ 2） 補 装 具 の 給 付  

身 体 障 害 者 の 失 わ れ た 部 位 、欠 陥 の あ る 部 分 を 補 っ て 必 要 な 身 体 機 能

を 改 善 し 、あ る い は 補 う た め に 用 い ら れ る 用 具（ 補 装 具 ）の 交 付 及 び 修

理 を 行 い 、 生 活 の 向 上 を 図 っ て い る 。  

平 成 26 年 度 は 108 件 の 交 付 •修 理 を 行 っ て お り ， 主 と し て 補 聴 器 が

大 半 を 占 め て い る 。  
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（ 3） 日 常 生 活 用 具 の 給 付  

在 宅 の 重 度 の 身 体 障 害 者 に 対 し 、 そ の 日 常 生 活 を 容 易 に す る た め に 、

そ の 利 用 に 適 し た 日 常 生 活 用 具 の 給 付 ま た は 貸 与 を 行 う 制 度 で 、主 な 用

具 に は 、盲 人 用 時 計 、特 殊 寝 台 、ス ト マ 用 装 具（ ぼ う こ う 、直 腸 機 能 障

害 ） 等 が あ る 。  

平 成 26 年 度 は 、 441 件 の 給 付 を 行 な っ て い る 。  

 

（ 4） 特 別 障 害 者 手 当 等  

在 宅 の 重 度 障 害 者（ 児 ）で 、日 常 生 活 に お い て 常 時 の 介 護 を 必 要 と す

る 者 に 対 し 支 給 さ れ る 手 当 で あ り 、 20 歳 以 上 に あ っ て は 特 別 障 害 者 手

当 が 、 20 歳 未 満 に あ っ て は 障 害 児 福 祉 手 当 が 支 給 さ れ る 。 ま た 、 昭 和

61 年 4 月 か ら 新 た に 特 別 障 害 者 手 当 制 度 が 創 設 さ れ た こ と に 伴 い 廃 止

さ れ た 従 来 の 福 祉 手 当 受 給 者 に つ い て は 、特 別 障 害 者 手 当 ま た は 障 害 基

礎 年 金 の 支 給 を 受 け ら れ な い 者 に 対 し て 、経 過 的 に 福 祉 手 当 が 支 給 さ れ

て い る 。  

平 成 27 年 4 月 1 日 現 在 の 特 別 障 害 者 手 当（ 月 額 26,620 円 ）の 受 給 者

は 44 人 、 障 害 児 福 祉 手 当 （ 月 額 14,480 円 ） は 20 人 、 福 祉 手 当 （ 月 額

14,480 円 ） は 2 人 が 受 給 し て い る 。  

 

3． 身 体 障 害 者 福 祉 協 会  

対 馬 市 に お け る 身 体 障 害 者 の 民 間 団 体 と し て は 、身 体 障 害 者 福 祉 協 会

が 各 町 ご と に 、ま た 、対 馬 市 身 体 障 害 者 福 祉 協 会 連 合 会 も 組 織 さ れ て お

り 、障 害 者 の 相 談 、援 助 活 動 、各 種 イ ベ ン ト 実 施 に よ る 生 き が い 対 策 等

を 行 な っ て い る 。  

 

4． 知 的 障 害 者 の 現 況  

平 成 27 年 4 月 1 日 現 在 、 対 馬 市 の 知 的 障 害 者 （ 療 育 手 帳 所 持 者 ） は

303 人 で 、 そ の う ち 18 歳 以 上 の 者 は 257 人 で あ る 。  
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5． 知 的 障 害 者 福 祉 施 策 の 現 況  

（ 1） 在 宅 指 導 、 知 的 障 害 者 相 談 員  

家 庭 に お い て 指 導 す る こ と が 適 当 で あ る 知 的 障 害 者（ 児 ）に つ い て は 、

児 童 相 談 所 、知 的 障 害 者 更 生 相 談 所 、対 馬 市 福 祉 事 務 所 、各 福 祉 保 健 セ

ン タ ー 及 び 行 政 サ ー ビ ス セ ン タ ー に お い て 、各 種 の 相 談 に 応 じ 、指 導 助

言 を 行 い 、ま た 必 要 に 応 じ て 巡 回 相 談 や 家 庭 訪 問 に よ る 指 導 を 行 な っ て

い る 。  

ま た 、知 的 障 害 者 の 保 護 者 等 何 ら か の 関 係 の あ る 人 の 中 か ら 、知 的 障

害 者 相 談 員 が 各 町 に 1 人 ず つ 配 置 さ れ て い る 。  

こ の 相 談 員 は 、知 的 障 害 者 の 家 庭 に お け る 生 活 指 導 、療 育 、年 金 等 に

関 す る 相 談 に 応 じ 、 必 要 な 指 導 助 言 を 行 う と と も に 、 施 設 入 所 、 就 学 、

就 職 等 に 関 し て 関 係 機 関 へ 連 絡 等 を 行 な っ て い る 。  

 

（ 2） 療 育 手 帳 の 交 付  

療 育 手 帳 は 、 知 的 障 害 者 （ 児 ） に 対 し き め 細 か な 指 導 •相 談 や 各 種 援

助 サ ー ビ ス を 受 け や す く す る た め に 、 県 が 交 付 す る も の で 、 こ ど も •女

性 •障 害 者 支 援 セ ン タ ー に お い て 知 的 障 害 と 判 定 さ れ た 者 が 交 付 対 象

で あ る 。  

な お 、 対 馬 市 の 療 育 手 帳 所 持 者 は 、 第 12‐ 10 表 に 示 す と お り 、 303

人 で あ る 。  

        第 12‐ 10 表  療 育 手 帳 交 付 状 況  

(平 27.4.1) 

 

 

 

 

 

   対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  

 

区 分  計  

 手 帳 Ａ （ 重 度 ）  144 

 手 帳 Ｂ （ 中 度 ・ 軽 度 ）  159 

計  303 
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（ 3） 手 を つ な ぐ 育 成 会 の 組 織  

手 を つ な ぐ 育 成 会 は 、 知 的 障 害 者 (児 ） の 保 護 者 を 中 心 と し て 、 福 祉

•教 育 • 医 療 等 の 専 門 家 の 協 力 を 得 て 、知 的 障 害 者 の 福 祉 増 進 を 図 る も

の で あ る 。  

対 馬 市 に お い て は 、昭 和 50 年 7 月 22 日 旧 厳 原 町 に 結 成 さ れ た の を 始

め 、現 在 は 各 町 で 結 成 さ れ 、対 馬 市 手 を つ な ぐ 育 成 会 も 組 織 さ れ て い る 。 

 

6． 精 神 障 害 者 の 現 況  

平 成 27 年 4 月 1 日 現 在 の 精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 保 持 者 は 、 229 人

で あ る 。平 成 19 年 10 月 か ら 、障 害 者 自 立 支 援 法 の 完 全 施 行 に 伴 い 、市

町 村 が 精 神 障 害 者 に 対 し 直 接 的 に 福 祉 サ ー ビ ス を 行 う こ と と な っ た 。  

対 馬 市 は 、障 害 福 祉 計 画 に よ り 、入 院 中 の 精 神 障 害 者 の 地 域 生 活 へ の

移 行 を 進 め る た め 、退 院 可 能 な 精 神 障 害 者 16 人 を 平 成 27 年 末 ま で に 6

人 減 少 す る 目 標 を 掲 げ て い る 。ま た 、退 院 を し た 精 神 障 害 者 等 を 支 え る

体 制 づ く り を 図 る た め 、 地 域 自 立 支 援 協 議 会 を 立 ち 上 げ た 。  

 

第 12‐ 11 表  精 神 障 害 者 保 健 福 祉 手 帳 交 付 者 数  

(平 27.4.1、 単 位 ： 人 ) 

 

        

 

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  

 

7． 精 神 障 害 者 の 施 設 入 所 ・ 通 所 等 の 現 況  

 対 馬 市 内 に は 、 平 成 27 年 4 月 1 日 現 在 、 指 定 障 害 者 支 援 施 設 が 1 箇

所 、 グ ル ー プ ホ ー ム が 3 箇 所 、 就 労 継 続 支 援 B 型 事 業 所 が 4 箇 所 あ る 。 

 指 定 障 害 者 支 援 施 設 の「 対 馬 恵 風 館 」、B 型 事 業 所 は「 杉 の 木 ホ ー ム ・

あ ゆ み 園 ・ ワ ー ク ハ ウ ス ほ の ぼ の ・ 上 県 地 域 活 動 所 さ わ や か 」 が あ る 。 

 各 施 設 の 入 所 ・ 通 所 状 況 は 下 記 の と お り で あ る 。  

区 分  計  

1 級  39 

2 級  145 

3 級  45 
計  229 
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第 12‐ 12 表  入 所 ・ 通 所 状 況  

（ 平 27.10.1 現 在 、 単 位 ： 人 ）  

施 設 種 類  対 馬 市 内  島 外  計  

施 設 入 所 支 援  24 52  76  

共 同 生 活 援 助  12 42  54  

Ｂ 型 事 業 所  116 - 116  

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  

 

第 4 節  母 子 ・ 寡 婦 ・ 父 子 の 福 祉  

 

1． 母 子 、 寡 婦 、 父 子 世 帯 の 状 況  

対 馬 市 に お け る 母 子 、 寡 婦 、 父 子 世 帯 の 状 況 に つ い て は 、 第 12‐ 13

表 の と お り で あ る 。  

 

第 12‐ 13 表  母 子 •寡 婦 •父 子 世 帯 の 状 況  

(平 27.12.1) 

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  

 

2． 母 子 、 父 子 、 寡 婦 施 策 の 状 況  

母 子 、父 子 、寡 婦 家 庭 の 白 立 に 必 要 な 相 談 、指 導 に あ た る た め 、対 馬

市 福 祉 事 務 所 に 、 母 子 ・ 父 子 自 立 支 援 員 を 1 名 配 置 し 、 母 子 •寡 婦 家 庭

の 各 種 相 談 に 応 じ て い る 。   

（ 1） 母 子 ・ 父 子 ・ 寡 婦 福 祉 資 金 の 貸 付  

母 子 福 祉 資 金 は 20 歳 未 満 の 児 童 を 扶 養 し て い る 配 偶 者 の い な い 女 子

区 分  

世

帯

数

Ａ 

母 子 ・ 寡 婦 ・ 父 子 世 帯 数  世 帯 数 に 占 め る 割 合（ ％ ） 

母

子

世

帯

Ｂ 

寡

婦

世

帯

Ｃ 

父

子

世

帯

Ｄ 

計

Ｅ 

母

子

世

帯 

Ｂ

／

Ａ 

寡

婦

世

帯 

Ｃ

／

Ａ 

父

子

世

帯 

Ｄ

／

Ａ 

計  15,529 419 3 64 486 2.7 0 0.4 
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に 、 父 子 福 祉 資 金 は 20 歳 未 満 の 児 童 を 扶 養 し て い る 配 偶 者 の い な い 男

子 に 、ま た 、寡 婦 福 祉 資 金 は 配 偶 者 の な い 女 子 で 母 子 福 祉 資 金 の 貸 付 対

象 に な ら な い 者 に 、各 種 の 資 金 を 貸 し 付 け る 制 度 で あ る 。母 子・父 子 ・

寡 婦 福 祉 資 金 の 平 成 26 年 度 の 貸 付 件 数 は 15 件 で 、貸 付 額 は 876 万 円 で

あ り 、 寡 婦 福 祉 資 金 の 利 用 は な か っ た 。  

 

（ 2） 福 祉 医 療 制 度 （ 母 子 ・ 父 子 ・ 寡 婦 ）  

母 子 家 庭 の 母 と 子 ま た は 父 子 家 庭 の 父 と 子 の 入 院 •通 院 及 び ひ と り

暮 ら し の 寡 婦 の 入 院 に 要 す る 医 療 費 の 自 己 負 担 分 の 一 部 を 県 と 市 が 負

担 し て い る 。  

福 祉 医 療 制 度 の 対 象 者 は 、 母 子 ・ 父 子 ・ 寡 婦 を 含 め 、 第 12‐ 14 表 の

と お り で あ る 。  

第 12‐ 14 表  福 祉 医 療 制 度 対 象 者  

受 給 者 区 分  福 祉 医 療 費 の 助 成 が 受 け ら れ る 人 の 要 件 等  

乳 幼 児  小 学 校 就 学 前 ま で の 児 童  

障

害

者 

身 障 手 帳 1・ 2 級 所 持 者   手 帳 所 持 者  
（ 後 期 高 齢 者 医 療 制 度 適 用 者 も 対 象 ）  療 育 手 帳 A １ ・ A 2 所 持 者  

身 障 手 帳 3 級 所 持 者  
手 帳 所 持 者  

療 育 手 帳 B1 所 持 者  

母

子

・

父

子 

母 子 ・ 父 子 家 庭 の 母 ・ 父  
配 偶 者 の い な い 70 歳 未 満 の 方 で 、20 歳 未 満 の
子 を 監 護 し て い る 母 ま た は 父  

母 子 ・ 父 子 家 庭 の 子  
母 子・父 子 家 庭 の 母・.父 に 監 護 さ れ て い る 子 、
ま た は 父 母 の い な い 子 で 18 歳 未 満（ 高 校 在 学
中 の 場 合 は 20 歳 未 満 ） の 者  

寡 婦  
60 歳 以 上 70 歳 未 満 で ，扶 養 義 務 者 と 生 計 を 同
一 に せ ず 、 前 年 の 所 得 税 が 課 せ ら れ て い な い
者 （ 入 院 の み ）  

 

第 5 節  児 童 福 祉  

 

1． 要 保 護 児 童 対 策  

対 馬 市 福 祉 事 務 所 に 家 庭 児 童 相 談 室 を 設 け 、 家 庭 に お け る 児 童 養 育 、
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児 童 虐 待 等 問 題 の 相 談 や 指 導・助 言 な ど を 行 っ て い る 。ま た 、要 保 護 児

童 の 発 生 予 防 、早 期 発 見 及 び 迅 速 な 支 援 、各 関 係 機 関 の 連 携 を 図 る た め 、

対 馬 市 要 保 護 児 童 対 策 地 域 協 議 会 を 平 成 19 年 9 月 に 設 置 し た 。 家 庭 児

童 相 談 室 は 、狭 義 の 要 保 護 児 童 問 題 の み で な く 、子 ど も に 関 す る 様 々 な

相 談 を 受 け 付 け て い る 。  

家 庭 児 童 相 談 室 の 相 談 件 数 は 、平 成 25 年 度 の 受 理 件 数 は 、20 件 で あ

り 、 そ の 内 、 児 童 虐 待 が 6 件 で 最 も 多 く 、 全 体 の 26.3％ を 占 め て い る

（ 第 12‐ 15 表 )。ま た 、養 護 問 題 や 不 登 校 相 談 、言 語 発 達 相 談 、自 閉 症

な ど の 相 談 も 増 加 傾 向 で あ る 。  

 

第 12‐ 15 表  平 成 25 年 度  家 庭 児 童 相 談 受 理 件 数  

(平 26.3.31) 

区 分  

児

童

虐

待 

養

護

そ

の

他 

保

護

相

談 

肢

体

不

自

由 
視

覚

聴

覚 
言

語

発

達 

重

症

心

身 

知

的

障

害 

自

閉

症

な

ど 

ぐ

犯

行

為 

触

法

行

為 

性

格

行

動 

不

登

校 

適

正

相

談 

育

児

し

つ

け 

そ

の

他 

計 

受 理  

件 数  
5 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 2 7 19 

構 成 比   

（ ％ ）  
2 6 . 3  5 . 3  1 0 . 5  0  0  0  0  0  0  0  0  0  5 . 3  5 . 3  1 0 . 5  3 6 . 8  1 0 0  

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  

（ 1） 助 産 施 設 設 置 及 び 措 置 状 況  

対 馬 市 で は 、 児 童 福 祉 法 に 規 定 す る 助 産 施 設 （ 第 12‐ 16 表 ） を 設 置

し 、 生 活 困 窮 者 の 出 産 に 対 す る 支 援 を 行 な っ て い る 。  

 

第 12‐ 16 表  助 産 施 設 状 況  

（ 平 27.10.1）  

名 称  所 在 地  
経 営
主 体  

設 置 者 名  
児 童 福 祉 法 に  

よ る 許 可 年 月 日  
定 員  備 考  

対 馬 市  

助 産 所  

対 馬 市 美 津 島 町

鶏 知 乙 1 1 6 8 - 7  
対 馬 市  対 馬 市 長  昭 和 63． 3 . 3 1  5  

対 馬  

病 院 内  

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  
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（ 2） 主 任 児 童 委 員  

主 任 児 童 委 員 は 、児 童 福 祉 法 の 規 定 に よ り 民 生 委 員・児 童 委 員 の 中 か

ら 厚 生 労 働 大 臣 が 指 名 す る こ と と な っ て お り 、 6 地 区 で 13 名 の 主 任 児

童 委 員 が 指 名 を 受 け て い る 。  

区 域 担 当 の 民 生 委 員 •児 童 委 員 と 一 体 と な っ た 個 別 援 助 活 動 や 子 育

て 活 動 へ の 協 力 の ほ か 、民 生 委 員 •児 童 委 員 と 児 童 に か か わ る 専 門 機 関

を 結 ぶ 、地 域 の 児 童 福 祉 コ ー デ ィ ネ ー タ ー と し て の 活 動 が 期 待 さ れ て い

る 。  

 

2． 要 保 育 児 童 対 策  

（ 1） 保 育 所 及 び へ き 地 保 育 所 設 置 状 況  

対 馬 市 に は 、保 育 所 が 10 箇 所 と 、へ き 地 保 育 所 が 16 箇 所 設 置 さ れ て

い る （ 第 12‐ 17 表 )。 出 生 率 の 低 下 等 に よ り 保 育 児 童 は 減 少 し て お り 、

地 域 に よ っ て は 保 育 所 の 統 廃 合 に つ い て も 検 討 さ れ て い る 。  

 

第 12‐ 17 表  保 育 所 ・ へ き 地 保 育 所 設 置 状 況  

(平 27.10.1) 

施 設 区 分  
地 域 別  

保 育 所  へ き 地 保 育 所  

数  定 員 （ 人 ）  数  定 員 （ 人 ）  

厳  原  2  3 9 0  3  8 5  

美 津 島  1  1 2 0  4  1 3 5  

豊  玉  1  4 0  3  1 4 5  

峰  2 80  0 0 
上  県  2 80  1 30  
上 対 馬  2 70  1 45  

計  10  780  12  440  

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  

 

3． 家 庭 児 童 対 策  

児 童 に 健 全 な 遊 び と 場 所 を 提 供 し 、も っ て 健 康 の 増 進 、情 操 の 高 揚 を

図 る た め 、 児 童 厚 生 施 設 が あ る 。 設 置 状 況 は 、 第 12‐ 18 表 の と お り で

あ る 。  
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第 12‐ 18 表  児 童 館 •児 童 遊 園 設 置 状 況  

（ 平 27.10.1）  

地 域 別  
種 別  

厳 原  美 津 島  豊 玉  峰  上 県  上 対 馬  計  

児 童 館  1 －  －  －  －  －  1 

児 童 遊 園  －  2 －  2 －  2 6 

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  

第 6 節  社 会 福 祉 の 活 動  

 

社 会 福 祉 の 活 動 団 体 の 主 要 な も の と し て 、 民 生 委 員 •児 童 委 員 、 社 会

福 祉 協 議 会 、 共 同 募 金 、 日 本 赤 十 字 等 が あ る 。  

 

1． 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員  

民 生 委 員・児 童 委 員 の 定 数 は 、平 成 27 年 12 月 1 日（ 一 斉 改 選 ）現 在 、

6 地 区 で 145 名 （ 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 132 名 、 主 任 児 童 委 員 13 名 ） で

あ る 。  

民 生・児 童 委 員 は 、生 活 保 護 、児 童 福 祉 、老 人 福 祉 、心 身 障 害 者 福 祉 、

母 子 福 祉 、婦 人 保 護 な ど に 対 す る 協 力 活 動 の ほ か 、低 所 得 者 の 実 態 把 握

と 援 護 活 動 、ひ と り 暮 ら し 等 の 生 活 援 護 活 動 、心 配 ご と 相 談 等 、地 域 福

祉 の 増 進 の た め に 、 極 め て 広 範 な 福 祉 活 動 を 行 な っ て い る 。  

平 成 26 年 度 の 民 生 委 員 ・ 児 童 委 員 の 相 談 指 導 件 数 は 4,302 件 で 、 委

員 1 人 あ た り の 年 間 取 扱 件 数 は 30 件 で あ る 。  

 

第 12‐ 19 表  民 生 ・ 児 童 委 員 数 （ 主 任 児 童 委 員 含 む ）  

(平 27.12.1) 

地 域 別  

区 分  
厳 原  美 津 島  豊 玉  峰  上 県  上 対 馬  計  

定 数  51  26  16  10  21  21  145  

 

2． 社 会 福 祉 協 議 会  

社 会 福 祉 協 議 会 は 、地 域 社 会 に お い て 民 間 の 自 主 的 な 福 祉 の 中 核 と な

り 、住 民 の 福 祉 活 動 を 推 進 し 、保 健 福 祉 の 諸 問 題 を 地 域 社 会 の 計 画 的 ・

対 馬 市 福 祉 事 務 所 調  
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共 同 的 努 力 に よ っ て 解 決 し よ う と す る 公 共 性・公 益 性 の 高 い 民 間 団 体 で

あ り 、住 民 が 安 心 し て 暮 ら せ る 福 祉 コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り と 地 域 福 祉 の 推

進 、 在 宅 福 祉 の 充 実 に 努 め て い る 。  

対 馬 市 社 会 福 祉 協 議 会 は 、 平 成 16 年 3 月 1 日 に 合 併 、 現 在 1 本 所 5

支 所 が あ り 、そ れ ぞ れ の 地 域 の 実 態 、特 殊 性 に よ り 多 岐 に わ た っ た 活 動

を 展 開 し て い る 。  そ の 主 な 活 動 は 、（ 1） ボ ラ ン テ ィ ア の 登 録 と 情 報 案

内 、（ 2）高 齢 者 等 を 見 守 る ネ ッ ト ワ ー ク づ く り 、（ 3）福 祉 教 育 や 福 祉 体

験 学 習 の 支 援 、（ 4）福 祉 総 合 相 談 の 実 施 、（ 5）デ イ サ ー ビ ス や ホ ー ム ヘ

ル プ サ ー ビ ス 等 の 介 護 保 険 サ ー ビ ス 、（ 6）障 害 者 に 対 す る ホ ー ム ヘ ル プ

サ ー ビ ス 、（ 7）判 断 能 力 が 不 十 分 な 方 に 対 し て 金 銭 管 理 等 の 援 助 を す る

日 常 生 活 自 立 支 援 、（ 8）福 祉 機 器 等 の 貸 与 事 業 、（ 9）福 祉 団 体 の 組 織 化

活 動 、（ 10） 地 域 福 祉 及 び 住 民 ニ ー ズ の 把 握 等 で あ る 。  

こ の よ う な 活 動 を 展 開 す る こ と に よ り 、地 域 が 抱 え て い る さ ま ざ ま な

福 祉 課 題 を 地 域 全 体 の 課 題 と し て と ら え 、み ん な で 考 え 、話 し 合 い 、協

力 し て 解 決 を 図 る こ と を 目 的 と し て い る 。そ し て 、そ の 活 動 を と お し て 、

心 ふ れ あ う 「 福 祉 の ま ち づ く り 」 を め ざ し て い る 。  

 

3． 共 同 募 金  

募 金 活 動 は 、長 崎 県 共 同 募 金 会 の 下 部 組 織 と し て 対 馬 市 支 会 、各 支 所

に 分 会 が 組 織 さ れ 、毎 年 10 月 か ら 12 月 ま で の 3 ヶ 月 間 に 集 め ら れ た 募

金 は 、 県 共 同 募 金 会 配 分 委 員 会 に お い て 、 地 域 福 祉 ・ 在 宅 福 祉 の 充 実 、

社 会 福 祉 施 設 の 整 備 等 に 配 分 さ れ る こ と に な っ て い る 。 平 成 26 年 度 の

募 金 総 額 は 589 万 5 千 円 で 、 う ち 歳 末 た す け あ い 運 動 に か か る も の は 、

176 万 8 千 円 で あ る 。  

 

4． 日 本 赤 十 字 社  

日 本 赤 十 字 社 は 、長 崎 県 支 部 の 下 部 組 織 と し て 対 馬 市 地 区 が 組 織 さ れ 、

毎 年 5 月 に 社 員 増 強 運 動 月 間 を 実 施 し 、 社 資 を 募 集 し て い る 。  

集 め ら れ た 社 資 は 、国 内 外 の 災 害 援 助 、火 災 や 風 災 害 に よ る 援 助 物 資 配
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分 や 救 助 法 等 の 講 習 会 事 業 等 に 配 分 さ れ て い る 。  

平 成 26 年 度 の 社 資 総 額 は 、 314 万 円 で あ る 。  

 

5． 民 間 福 祉 団 体  

以 上 の ほ か 、対 馬 市 の 福 祉 団 体 と し て 、老 人 ク ラ ブ 連 合 会 、身 体 障 害

者 福 祉 協 会 連 合 会 、手 を つ な ぐ 育 成 会 の 組 織 が あ っ て 、そ れ ぞ れ の 分 野

に お い て 、 活 発 な 活 動 を 展 開 し て い る 。  

ま た 、各 地 区 に お い て も そ れ ぞ れ 下 部 組 織 が 構 成 さ れ 、そ の 組 織 ご と

に 積 極 的 な 活 動 が 展 開 さ れ 、 地 域 福 祉 の 増 進 に 努 め て い る 。  
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第 12‐ 20 表  福 祉 施 設 一 覧  

施 設 種 別 施  設  名 
郵 便 番 号 
住     所 

電話番号 
ＦＡＸ番号 

設 置 主 体 
経 営 主 体 

介護老人保健施設 
つしま彩光園 

〒817-0016 
対馬市厳原町東里 338-1 

(0920)52-9051 
(0920)52-9053 

(福）あすか福祉会 

結石山荘 
〒817-1722 
対馬市上対馬町大浦 66-1 

(0920)86-3018 
(0920)86-3273 

(福)慶長会 

訪問看護ステーシ
ョン 

(福)あすか福祉会 
あすか訪問 看護ステーション 

〒817-0016 
対馬市厳原町東里 338-1 

(0920)52-9054 (福）あすか福祉会 

上対馬病院 
訪問看護ステーション 

〒817-1701 
対馬市上対馬町比田勝 630 

(0920)86-4321 長崎県上対馬病院 

対馬病院 
健診・訪問看護室 

〒817-0322 
対馬市美津島町雞知乙 1168-7 

(0920)54-7111 長崎県対馬病院 

社会福祉センター 

対馬市総合福祉 
保健セン夕一 

〒817-0322 
対馬市美津島町鶏知乙 1168-1 

(0920)54-2429 
(0920)54-5025 

対馬市 

豊玉町福祉センター 
〒817-1201 
対馬市豊玉町仁位 94-5 

(0920)58-1432 
(0920)58-1183 

対馬市 
(福 )対 馬 市 社 会 福

祉協議会 

上県町地域福祉センター 
「喜多の苑」 

〒817-1602 
対馬市上県町佐須奈乙 339 

(0920)84-2168 
(0920)84-2775 

対馬市 
(福 )対 馬 市 社 会 福
祉協議会 

上対馬町地域福祉センター 
〒817-1701 
対馬市上対馬町比田勝 578 

(0920)86-3841 
(0920)86-4797 

対馬市 
(福 )対 馬 市 社 会 福
祉協議会 

児童デイサービス 
センター 

対馬市こども 
デイサービスセンター 

〒817-0322 
対馬市美津島町鶏知甲 882-12 

(0920)54-3863 
(0920)54-3863 

対馬市 
(福)米寿会 

ブライターステップス 
〒817-0031 
対馬市厳原町久田道 1611-1 

(0920)52-6767 
NPO 法人 
ﾌﾞﾗｲﾀｰｽﾃｯﾌﾟｽ 

助 産 施 設 対馬市助産所 
亍 817-0016 
対馬市美津島町雞知乙 1168-7 

(0920)54-7111 対馬市 

保 育 所 

親愛保育園 
亍 817-0011 
対馬市厳原町宮谷 69-4 

(0920)52-1183 
(0920)52-4791 

(福） 
親愛福祉会 

厳原南保育園 
〒817-0023 
対馬市厳原町田渕 933 

(0920)52-2299 
(0920)52-7765 

(福） 
あすか福祉会 

鶏知保育所 
〒817-0322 
対馬市美津島町鶏知甲 1028-1 

(0920)54-2343 
(0920)54-3110 

対馬市 

豊玉南保育所 
〒817-1232 
対馬市豊玉町嵯峨 620 

(0920)59-0435 
(0920)59-0435 

対馬市 

佐賀保育所 
〒817-1412 
対馬市峰町佐賀 435-イ 

(0920)82-0049 
(0920)82-0049 

対馬市 

三根保育所 
〒817-1301 
対馬市峰町三根 65 

(0920)83-0179 
(0920)83-0179 

対馬市 

佐須奈保育所 
〒817-1602 
対馬市上県町佐須奈乙 330-1 

(0920)84-2112 
(0920)84-2112 

対馬市 

仁田保育所 
亍 817-1522 
対馬市上県町樫滝 675-1 

(0920)85-0504 
(0920)85-0504 

対馬市 

泉保育所 
〒817-1725 
対馬市上対馬町泉 1223 

(0920)86-2347 
(0920)86-2347 

対馬市 

比田勝保育所 
〒817-1701 
対馬市上対馬町比田勝 660 

(0920)86-3185 
(0920)86-3185 

対馬市 

放課後児童クラブ 

親愛児童クラブ 
〒817-0011 
対馬市厳原町宮谷 69-5 

(0920)52-3794 
(0920)52-4791 

対馬市 
(福)親愛福祉会 

あすか学童クラブ 
〒817-0023 
対馬市厳原町田渕 933 

(0920)52-2299 
(0920)52-7765 

対馬市 
(福)あすか福祉会 

学童保育けいめい 
〒817-0322 
対馬市美津島町鶏知甲 1028-1 

(0920)54-2396 
(0920)54-2739 

対馬市 
(福)米寿会 

学童保育けいめい第２クラブ 
〒817-0322 
対馬市美津島町鶏知甲 738-46 

(0920)54-2202 
(0920)54-2739 

対馬市 
(福)米寿会 

ふれあい児童クラブ 
〒817-1201 
対馬市豊玉町仁位 1012 

(0920)58-8430 
(0920)58-8440 

対馬市 
(福)梅仁会 

学童保育ひまわり 
〒817-1722 
対馬市上対馬町大浦 66 番地 1 

(0920)86-3018 
対馬市 
(福)慶長会 

へ き 地 保 育 所 
久根へき地保育所 

〒817-0245 
対馬市厳原町久根田舎 911-5 

(0920)57-1172 
対馬市 
(財)厳原愛育会 

佐須へき地保育所 
〒817-0242 
対馬市厳原町下原 437 

(0920)56-0147 
対馬市 
(財)厳原愛育会 
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施 設 種 別 施  設  名 
郵 便 番 号 
住     所 

電話番号 
ＦＡＸ番号 

設 置 主 体 
経 営 主 体 

へき地保育所 

豆酸へき地保育所 
〒817-0154 
対馬市厳原町豆酸 2697 

(0920)57-1920 
対馬市 
(財)厳原愛育会 

大船越へき地保育所 
〒817-0323 
対馬市美津島町大船越 391-8 

(0920)54-2824 対馬市 

竹敷へき地保育所 
〒817-0511 
対馬市美津島町竹敷 427-37 

(0920)54-3735 対馬市 

小船越へき地保育所 
〒817-1101 
対馬市美津島町小船越 370-2 

(0920)55-0001 対馬市 

西へき地保育所 
〒817-0432 
対馬市美津島町今里 321 

(0920)53-2120 対馬市 

仁位へき地保育所 
〒817-1201 
対馬市豊玉町仁位 1462 

(0920)58-1518 対馬市 

乙宮へき地保育所 
〒817-1212 
対馬市豊玉町曽 1-5 

(0920)58-1541 対馬市 

小綱へき地保育所 
〒817-1252 
対馬市豊玉町大綱 631-1 

(0920)58-1517 対馬市 

佐護へき地保育所 
〒817-1604 
対馬市上県町佐護北里 993 

(0920)84-5254 
(0920)84-5254 

対馬市 

久原へき地保育所 
〒817-1512 
対馬市上県町久原 255 

(0920)85-5254 
(0920)85-0169 

対馬市 

一重へき地保育所 
〒817-2242 
対馬市上対馬町一重 109 

(0920)87-0359 対馬市 

障 害 者 支 援 施 設 対馬恵風館 
〒817-1202 
対馬市豊玉町和板 

(0920)58-0888 
(0920)58-0886 

(福)梅仁会 

就 労 継 続 支 援 
Ｂ 型 事 業 所 

ワークハウスほのぼの 
亍 817-0016 
対馬市厳原町東里 223-1 

(0920)52-6366 
(0920)52-6376 

(福)米寿会 

あゆみ園 
〒817-2331 
対馬市上対馬町琴 1169-イ 

(0920)87-0085 
(0920)87-0392 

(福)米寿会 

杉の木ホーム 
亍 817-0322 
対馬市美津島町鶏知甲 882-6 

(0920)54-5066 
(0920)54-5011 

(福)米寿会 

上県地域活動所さわやか 
〒817-1602 
対馬市上県町佐須奈甲 603-3 

(0920)84-2288 ＮＰＯ仁愛会 

地域活動支援セン
ター 

地域活動支援センター 
「きらり」 

亍 817-0013 
対馬市厳原町中村 606-1 

(0920)52-7781 ＮＰＯ信友会 

地域活動支援センター 
きずな 

〒817-1201 
対馬市豊玉町仁位 1597 

(0920)58-0138 ＮＰＯ仁愛会 

養 護 老 人 ホ ー ム 
対馬老人ホーム 

〒817-0322 
対馬市美津島町鶏知甲 663-12 

(0920)54-2045 
(0920)54-2739 

対馬市 
(福)米寿会 

丸山 
〒817-1301 
対馬市峰町三根 36-1 

(0920)83-0780 
(0920)83-0788 

対馬市 
(福)梅仁会 

特別養護老人ホーム 

浅茅の丘 
〒817-0322 
対馬市美津島町鶏知甲 738-10 

(0920)54-3788 
(0920)54-5178 

対馬市 

日吉の里 
亍 817-1602 
対馬市上県町佐須奈乙 1227-イ 

(0920)84-2346 
(0920)84-2384 

(福） 
あすか福祉会 

いづはら 
〒817-0016 
対馬市厳原町東里 223-3 

(0920)52-7411 
(0920)52-7412 

対馬市 
(福 )長崎厚生福祉
団 

ひとつばたご 
〒817-1714 
対馬市上対馬町玖須 647 

(0920)86-3399 
(0920)86-3299 

対馬市 
(福)幸生会 

わたづみ 
〒817-1201 
対馬市豊玉町仁位 91-3 

(0920)58-1601 
(0920)58-1401 

対馬市 
(福)幸生会 

老 人 憩 い の 家 

尾浦老人憩いの家 
亍 817-0033  
対馬市厳原町尾浦 75 

 対馬市 

椎根浜老人憩いの家 
〒817-0247 
対馬市厳原町椎根 102 

 対馬市 

久根浜老人憩いの家 
〒817-0244 
対馬市厳原町久根浜 240 

 対馬市 

内山老人憩いの家 
〒817-0157 
対馬市厳原町内山 151-2 

 対馬市 

住吉老人憩いの家 
〒817-1107 
対馬市美津島町鴨居瀬 613-1 

 対馬市 

加志老人憩いの家 
〒817-0433 
対馬市美津島町加志 624 

 対馬市 

伊奈老人憩いの家 
〒817-1532 
対馬市上県町伊奈 1215 

 対馬市 
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施 設 種 別 施  設  名 
郵 便 番 号 
住     所 

電話番号 
FAX 番号 

設 置 主 体 
経 営 主 体 

デイサービスセン
ター 

いづはら 
デイサービスセンター 

〒817-0016 
対馬市厳原町東里 223-3 

(0920)52-7411 
(0920)52-7412 

(福)長崎 
厚生福祉団 

デイサービスセンター 
あすか園 

亍 817-0242 
対馬市厳原町下原 434 

(0920)56-0722 
(0920)56-0724 

(福） 
あすか福祉会 

デイサービスセンター 
つばき園 

〒817-0154 
対馬市厳原町豆酸 633-9 

(0920)57-1005 
(0920)57-1044 

(福） 
あすか福祉会 

デイサービスセンター 
しらたけ 

〒817-0322 
対馬市美津島町鶏知乙 1168-1 

(0920)54-9620 
(0920)54-9630 

(福） 
あすか福祉会 

デイサービスセンター 
豊生園 

〒817-1201 
対馬市豊玉町仁位 81 

(0920)58-1770 
(0920)58-1771 

(福)幸生会 

老人デイサービスセンター 
峰幸園通所介護事業所 

〒817-1301 
 対馬市峰町三根 65 

(0920)83-0476 
(0920)83-0149 

(福)幸生会 

デイサービスセンタ一 
なるたき園 

亍 817-1714 
対馬市上対馬町玖須 647 

(0920)86-2700 
(0920)86-2688 

(福)慶長会 

デイサービスセンター 
合歓の木園 

〒817-2243 
対馬市上対馬町芦見 167 

(0920)87-0080 
(0920)87-0080 

(福)慶長会 

デイサービスセンター 
おふなえ 

〒817-0032 
対馬市厳原町久田 737-21 

(0920)52-9070 
(0920)52-9077 

(福） 
あすか福祉会 

上県町通所介護事業所 
(喜多の苑） 

〒817-1602 
対馬市上県町佐須奈乙 339 

(0920)84-2773 
(0920)84-2775 

(福)対馬市  
社会福祉協議会 

上県町通所介護事業所 
(御嶽の里） 

〒817-1522 
対馬市上県町樫滝 1061-1 

(0920)85-1818 
(0920)85-1828 

(福)対馬市  
社会福祉協議会 

デイサービスセンター 
ふれあいの郷 

〒817-0157 
対馬市厳原町内山 59-28 

(0920)57-1200 
(0920)57-1222 

(合)そよかぜ 

デイサービスセンター 
ひなたの里 

〒817-0012 
対馬市厳原町日吉 296 

(0920)52-6331 
(0920)52-6331 

Four H MEDICAL GROUP 

生活支援センター 
高齢者生活福祉センター 
「ピアハウス」 

〒817-0322 
対馬市美津島町鶏知甲 1168-1 

(0920)54-2392 
(0920)54-2607 

対馬市  
(福)あすか福祉会 

認 知 症 対 応 型 
グ ル ー プ ホ ー ム 

グループホームあがたの里 
〒817-1602 
対馬市上県町佐須奈乙 462-2 

(0920)84-2528 
(0920)84-2528 

(有)寿恵会 

グループホームわたづみ 
〒817-1201 
対馬市豊玉町仁位 91-3 

(0920)58-2111 
(0920)58-1401 

(福)幸生会 

高齢者グループホーム 
真の大樹 

〒817-0322 
対馬市美津島町鶏知甲 884-5 

(0920)54-8181 
(0920)54-8177 

(福） 
あすか福祉会 

グループホーム和庵 
〒817-0022 
対馬市厳原町国分 1428-1 

(0920)52-2120 
(福） 
あすか福祉会 

グループホームやすらぎの里 
〒817-0326 
対馬市美津島町根緒 7-8 

(0920)54-5600 
(0920)54-5601 

(有)慈恵会 

グループホームふるさと 
〒817-1725 
対馬市上対馬町泉 1635 

(0920)86-3002 
(0920)86-3002 

(有)栄寿会 

地域包括支援セン
夕一 

対馬市地域包括支援センター 
〒817-0022 
対馬市厳原町国分 1441 

(0920)52-4888 
(0920)52-6405 

対馬市 

対馬市地域包括支援センター 
亍 817-1201  
対馬市豊玉町仁位 380 

(0920)58-1117 
(0920)58-2755 

対馬市 

対馬市地域包括支援セン夕一 
〒817-1602 
対馬市上県町佐須奈甲 567-3 

(0920)84-2313 
(0920)84-2310 

対馬市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


